
ボルトB×2本〔M6×30〕

使用ボルト

棚板ブラケット

　ナット
※スパナを使用して
　締め付けます。

スパナ

ボルトA

リーンホースメント

サイドフレーム

ボルト

※棚板は、高さを2段階に調節する事
　ができます。使用用途に合わせお好
　みの高さになる様に棚板ブラケット
　を取付けて下さい。

この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。
このノートスライダーは組立式になっておりますので、下記の要領で組立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。

ノートスライダー(MR-64M)組立説明書

組立て部品

★用意していただくもの・・・・・
手袋（組立て時のケガ等を防ぐために必ず着用してください）
プラスドライバー、マイナスドライバー

完成図

総耐荷重25kg

30

スライド量
200

47
6

54
1

520

350
470

6
18

315

210

490

490

18
59・123

34
7・
41
1

10

10

5

使用ボルト

ボルトB〔M6×30〕

使用ボルト

ボルトA(ナット付き)〔M6×30〕

ボルトB

1
左右のサイドフレームに、棚板ブラケットを取付けます。

2
片方のサイドフレームにリーンホースメントを取付けます。

ボルトA(ナット付き)×4本〔M6×30〕

サイドフレーム

補足図

ボルトD×4本〔M6×8〕

タッピングボルトB×4本〔3×14〕

サイドフレーム×左右1本

棚板ブラケット×左右1組

スライダー×1枚

天板×1枚

棚板×1枚

リーンホースメント×1本
スパナ×1本

ボルトC×4本〔M6×45〕
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使用ボルト

タッピングボルトB〔3×14〕

使用ボルト

3
片方のサイドフレームに天板を取付けます。

ボルトB

ボルトC

　天板裏面
※丸く膨らんでいる方が
　前です。

マイナスドライバーで
丸ナットの溝を穴の方向
に合わせます。

下から見た図

丸ナットの溝

穴

4
反対側のサイドフレームを取付けます。

5
ノートスライダーを起こし、スライドレールにスライダーを取付けます。

6
棚板を取付けて完成です。

サイドフレーム

ボルトC

マイナスドライバーで
丸ナットの溝を穴の方向
に合わせます。

下から見た図

穴
マイナスドライバー

丸ナット

丸ナットの溝

穴

ボルトB〔M6×30〕

使用ボルト

ボルトD〔M6×8〕

10/03/TTDaC

タッピングボルトB〔3×14〕

使用ボルト 使用ボルト使用ボルト

　スライドレール
※引き出してからスライダーを
　ねじ止めします。

　スライダー
※丸く膨らんでいる方が
　前です。

スライドレール

前(スライド方向)

この2つの穴をねじ止めします。

タッピングボルトB

タッピングボルトB

ボルトD

補足図
棚板は、丸く膨らんでいる方が
手前になります。

棚板裏面

手　前

棚板

ボルトC〔M6×45〕

ボルトC〔M6×45〕

穴

丸ナット
マイナスドライバー


